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第５問

　　関数


 
の増減，極値，グラフの凹凸および変曲点を調べて，そのグラフを描け。

　　を自然数とする。曲線


 
と軸および直線，で囲まれた図形の

　　面積をを用いて表せ。

　　無限級数

　　　　　


 




 




 
…



 
…

　　の収束，発散を調べよ。

解説略解







 




　　　グラフの概形は式だけからでもわかる。  


 
とすると    だから

　　グラフは原点対称。分母の  について

　　原点の近く と表すではに対し  

　　は無視できるから　


 
，原点から離

　　れると 　


 








　　グラフは右図の点線のようになると予想される。
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，極小値は  



，極大値は  





　　変曲点は　 ，  
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　　求める図形の面積を  とすると

　　　　　   
  

 





 

     

 


　　　　　　







 

    

　　　　　　


 


    
 

　　　　　　





  

 

　　が自然数のとき，において  は減少するから

　　　　　  ＜  　すなわち　


 


    
  ＜



 

　　からまで辺々たしあわせると

　　　　　


 


     ＜
 






 

　　ここで　  
 






 
　は与えられた無限級数の初項から第項までの部分和であり

　　のとき


 


     　であるから　  

　　すなわち与えられた無限級数は正の無限大に発散する。


